
第 1285 回例会　　2013 年 4月 24 日
次回のプログラム

　理事会� １１：１５～１２：００　
　例　会� 12：30～13：30　
　　　　　地区協議会報告
� 次年度５大奉仕委員長　

本日のプログラム
　例　会� 12：30～13：30　
　卓　話　豊島区の教育について
　　　　　前豊島区教育委員長　廣田悦造氏　

紹介者　島田謙司会員

本日のソングリーダー　佐野明三郎会員

●先週の例会報告　2013 年 4月 17 日�

　本日、2013−14年度大野北分区ガバナー補佐、新
藤北分区幹事、松崎副幹事が次年度に向けてのご挨
拶にお見えになられておりますので、お願いいたし
ます。

　会 長 報 告

　先日行なわれました地区協議会場で浦添 RCの山
里様より、当クラブにお土産を頂戴いたしました。
　黄金金楚餻（くがにちんすこう）と言うお菓子で
す。ご賞味ください。

　幹 事 報 告

ガバナー補佐　大野晴治様・幹事　新藤伸人様・副
幹事　松崎徹哉様／
前川会員／ 23 年皆出席祝　御礼
前川会員／日本で一番古い当地区と台湾で一番古い
3480 地区との姉妹協定を４月 13 日に台北で
サインして来ました。

渡邉会員／先日、４月８日の結婚記念日に果物を
送って頂き誠に有難うございました。子供達が
銀婚式のお祝いをしてくれました。我ながら
25 年、よく耐えたなあ！と改めて自分の忍耐
強さに感心をしました（自己満足）です。

山元会員／金婚式もすぎ３年経ちました。お祝いを
有難うございます。

稲川会員／桜散る‼お詫びの印です。でも、桜がだ
めならオークスがあるさ‼

西島会員／結婚記念日フルーツ有難うご座居まし
た。

櫛田会員／春らしくなりました。アベノミクスにあ
やかりたく、ささやかにゴールデンウィークの
行楽計画を立てたいと考えております。

佐々木親睦委員長／沖縄での地区大会、鈴木基金を
つかわせていただきました。残金ニコニコしま
す。

ニコニコ BOX  �

■出席報告

会　員 出席参入
会員数 出席数 欠席数 出席率 4月 3日分

修正出席率

32名 29 名 25 名 4名 86.21％ 92.86％

■ゲスト
　2013 〜 14 年度
　北分区ガバナー補佐� 大野　晴治様　
　北分区幹事� 新藤　伸人様　
　北分区副幹事� 松崎　徹哉様　

ご挨拶される次年度北分区ガバナー補佐大野晴治様



　経営学はサービス学です。
　広い意味における人生の成功は、幸運（ラッキー）
とか機会（チャンス）とかいうものにではなく、精
神的、道徳的、物質的な、あくまで自然の法則によっ
て支配されています。
　サービスとは価格が安いというだけではなく、顧
客への態度や気配り、商品や業務に対する責任、顧
客が感じる満足感と公平感、これら全てがサービス
であり、サービスこそが企業の永続的発展と成功を
保証する唯一の方法です。
　人は、仕事やその他いかなる場所でも
　「He Profits most who serves best」
　「最も奉仕する者、最も多く報いられる」
でなければならない。
　これが「ロータリーの奉仕哲学」の基本であり、
この奉仕の考え方は、重力の法則など他の自然の法
則と同じように、何時でも、何処でも存在している
自然の法則であり、調和がとれ、有益な人間関係を
保つための基本的法則です。
　人間は本来自己保存の願望を持っています。
　適者生存の法則は、肉体的、精神的な力を利己的
に行使して生存する法則ではなく、それは、最も良
く奉仕する者が生き残る法則であり、精神力や正義
感はその力を作る自然的要素の一つです。
　最も良く奉仕した者が、最も多く利益を得、最も
良く生き残れ、そして自己を保存する方法は唯一、
他人に対して奉仕することです。
　他人に対する奉仕は自分の利益を確立することで
あり、自己啓発と自分の利益を守る道です。逆に、
利己主義は自滅への道です。
　ロータリーは、この考え方、思想、奉仕の理論を
ロータリアン一人一人が職業の中で実践すると共
に、社会に広め、地域社会、国、世界が平和で豊か

になるようにしていこうとする、いろいろな職業を
持った人の集まりです。
　人は生きるためには衣食住という必要条件があり
ます。そして、それを得るため「金銭」が必要にな
ります。更に、人が本当に生きるためには衣食住以
外のもの、文化が必要です。このためにも「金銭」
が必要になります。
　このように人間は生きるために仕事をしお金を得
ますが、ロータリーは、全ての個人、企業が稼ぎ出
す金銭は原因ではなく結果であると考えます。
　公正に稼ぎ出したお金は「仕事を通して奉仕した
結果として支払われた金銭」です。
　奉仕すること、有用性が仕事、職業の存在理由で
あるばかりでなく、あらゆる人間活動の存在理由で
す。
　人間関係の基本的な法則である「奉仕の原則」は、
突き詰めて考えると、意識的に（神により）作られ
た「愛の法則」なのです。
　他人に対する奉仕は、愛のテストであり、何者か
に対し、なにがしかの愛がなければ、奉仕は存在し
ないのです。
　人は楽観的でなければなりません。人は楽観的が
良いのです。
　明日は気分が悪くなることを知っているために、
気分が良いときでも、常に気分が悪いという老人に
は決してなりたくありません。
　明日は必ずもっと良くなるに違いないと信じま
しょう。
　「奉仕の法則」を信じ、それを実証しましょう。
そうすれば、世界は平和で豊かに必ずなります。そ
して、「奉仕の法則」を信じ実践し続ければ、結果
として、自分自身が全ての意味において豊かになる
のです。
� （地区協議会資料より抜粋）

卓　　話第1284 回例会

バギオビデオ鑑賞
　なにか私にできること

〜シスター・テレジア海野の第二の人生〜
� 竹内哲夫バギオ委員長

ロータリー哲学（奉仕哲学）
� アーサー・フレデリック・シェルドン

５月の例会スケジュール �
５月８日［1286]

理事会� 11：15～12：00
例　会� 12：30～13：30
地区協議会報告

� 次年度５大奉仕委員長

５月１５日［1287]
例　会� 12：30～13：30
卓　話　江戸とエネルギー
� 産経新聞論説委員　長辻象平氏　　

� 紹介者　浅原英明会員　

５月２２日［1288]
例　会� 12：30～13：30
卓　話　表題未定

� 管理栄養士　鈴木恵美氏　　
� 紹介者　廣内世英会員　

５月２９日［1289]
例　会� 12：30～13：30
卓　話　未　定


